
 

 

日中の気温が３５℃を越える日が増え、暑さが厳しい季節となりましたが、いかがお過ごしでし

ょうか。今年度も「自立活動だより」として、さまざまな情報を掲載したいと思います。今年度も

どうぞよろしくお願いいたします。今回は４月、５月に実施した校内研修についてご紹介します。 

自立活動学習会『肢体不自由のある子どもへの援助∼子どもも大人もけがをしない∼』 

（４月１７日） 

各グループで実際にお互いを抱え合ったり、人形を抱えたりするなどの体験をしました。子

どもたちにとっても教師にとっても安全な移乗動作について学び合うことができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

意識しておきたいワンポイント 

『子どもと援助者の身体をしっかり密着させる。手や腰の力だけで抱えるとけがをしやすい』 

 

 

 

 

 

 

 

 

自立活動だより R7.７  

長崎特別支援学校 自立活動部 



摂食指導研修会（５月９日） 

口腔機能の発達とその発達に合った食形態について触れながら、安全を第一に、機能を高める

援助について確認しました。実技演習は、３班に分かれて実施しました。１班は、食事中の適切

な姿勢やその援助について、２班は、食材や温度ごとにとろみがつくまでの時間や硬さの違いを

比較しながら適切なとろみの付け方について、３班は、食材の大きさ（粗みじん～１ｃｍ角）に

よる咀しゃく動作の違いについて、それぞれ体験を通して学ぶことができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

意識しておきたいワンポイント  

『子どもの摂食機能に合わせた食形態で食事を楽しく、安全に！』 
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自立活動学習会『呼吸介助と排痰の援助』（５月２０日） 

  医療的ケア看護職員の指導を受けながら、呼吸介助と排痰を促す援助（スクイージング）の実

技に取り組みました。ペアでの実技を通して、呼吸のリズムや胸郭の動きを手のひらで感じなが

ら力の方向や加減を学びました。呼吸介助用の器具であるアンビューバックの体験も行いまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 知っておきたいワンポイント 

 『子どもの呼吸に合わせた介助と体位ドレナージによってより少ない負担での排痰・吸引を！』 

 

 

 


